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研究成果の概要： 
 
本研究では、スラック探索＝組織の過去の行動パターンとは異なる新しい行動の始まり、とと

らえ、スラック探索が発生するメカニズムに関する研究を行った。本研究を通じて、スラック

探索につながる、ネットワーク構造、組織のパフォーマンスーアスピレーション乖離、組織の

経験学習、組織慣性力の影響を実証的に明らかにし、論文を発表した。 
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１．研究開始当初の背景 
 
社会の不確実性の高まりとともに、組織がス
ラック探索を通じて外部環境へと適応する
ことが強く求められる時代背景があった。ま
た、慣性やネットワーク埋め込みなどの組織
システムの硬直性を説明するモデルに対し、
その硬直性を打破する要因を説明するモデ
ルの提示と検証が相対的に欠如していた状
況であった。 
 
 

２．研究の目的 
 
本研究課題では、（１）組織のスラック探索
(slack search)に関する概念整理を行うこと、
（２）スラック探索を生み出すメカニズムを
解明すること、（３）スラック探索が持つ組
織の行動や業績に対する影響を究明するこ
と、の３つを目的としていた。科学研究費の
交付を希望する期間内に、（１）文献レビュ
ーを通じた概念整理、（２）組織にスラック
探索をもたらす決定要因とその影響に関す
る仮説をまとめたモデルの構築、（３）構築
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されたモデルを検証するためのアーカイバ
ル・データ収集、（４）収集されたデータの
分析、（５）結果に基づく論文執筆、を通じ
て、組織はなぜ、いつ、どのようにスラック
探索を行い、そしてスラック探索の結果、ど
のような行動特性が現れ、組織の業績や成果
に対してどのような変化が現れるのか、に関
し、完結性の高いモデルの構築と検証を行う
ことを目的としていた。 
 
 
３．研究の方法 
 
アーカイバル・データを主に使用し、実証研
究を行った。使用したデータは、（１）米国
フランチャイジング協会提供によるフラン
チャイズ組織データ、（２）日本の繊維企業
のトップ・マネジメント・データ、（３）日
本の自動車部品ネットワーク・データ、（４）
グローバル・コンテナ船産業のアライアン
ス・データ、である。 
 
 
４．研究成果 
 
（１）ネットワーク上のパートナー選択には、
強い経路依存性が発生していることが知ら
れている。しかし、組織は、実際には、リモ
ートなネットワーク・パートナーを選択する、
ノン・ローカルなネットワーク・パートナー
と関係性を構築している。本研究では、①紐
帯を築こうとする組織のパフォーマンスと
目標値の乖離、特に、社会的比較によって形
成された目標値との乖離が大きい時にスラ
ック探索が発生する、②潜在的パートナーの
保有する資源が視覚可能であるときには、資
源のマッチング、具体的には、市場の補完性
と資源の互換性によって、リモート・アクセ
スが発生している、③ネットワークが作り出
す共起性の構造によって、未知なるパートナ
ーが発する不確実性を削減することが可能
となる。そのため、共起性の高い未知のパー
トナーとの新しい関係性の構築されること
が明らかになった。 
 
（２）トップ・マネジメントは企業の戦略的
意思決定に関わるため、その構成メンバーの
特徴によってスラック探索の発生が説明で
きることが明らかになった。①トップ・マネ
ジメント・チームのパワー構造に格差がある
場合、ある特定のアクターの利益を追従した
形で組織の戦略を変えていくことができる。
逆に、パワー分布が平等の場合には、様々な
アクターの最大公約数として最終的な戦略
が構築されることになる。そのため、パワー
分布格差がスラック探索を誘発している。②
トップ・マネジメント・チームの多様性が高

い時、より組織は戦略的変革を行うことが知
られている。これは、組織の変革には様々な
バックグランドを持つ認知的資源が異なる
人材とノウハウが必要となるからである。多
様性が高い場合には、コミュニケーション・
コストが上昇する傾向にあるが、そのコスト
を上回るベネフィットを多様性はもたらす
と考えられている。先行研究では、組織の多
様性のレベルをハーフィンデル指数のみで
測定しているため、トップ・マネジメント・
チームの構成員が持つ特質自体が変化した
かを見ていなかった。そこで本研究では、新
規に昇格した人材と、チームを退出した人材
との人口的特徴を見、その影響を見たところ、
それぞれの差が高い時に、より変革が発生す
ることが明らかになった。 
 
（３）組織慣性力との関係によってスラック
探索を説明することが可能である。フランチ
ャイズ業において、個々のアウトレットが直
営か、フランチャイズかの説明は、従来は効
率的契約説によって説明されてきた。これに
よって、例えば取引費用によって、どちらの
ガバナンス形態をとるのかを説明できる。し
かしながら、この説では、組織が経路依存的
に学習を行い、特定のガバナンス形態に対す
るノウハウを蓄積する影響を考慮していな
かった。本研究では、その２つの関係をみた
ところ、組織慣性力が高くなることによって、
スラック探索が発生しにくい傾向がある、つ
まり現在とは異なる新しい形態をとりにく
いことが明らかになった。 
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